
地域と繋がるSDGs!!
17.パートナーシップで目標を達成しよう

高等部2年生



　 総合的な探究の時間で”服のチカラ”につ
いて勉強しました。
　 ”服のチカラ”とは、「ケガを防いだり、体を
温めたりする命を守ること」と「学校と仕事と
気持ちを表したり、おしゃれを楽しんだりする
自分の個性」ということを学びました。

　 「難民」についても学びました。僕が、もし
難民生活になったら今までの「衣食住」とい
う生活が突然できなくなるのが辛いと思いま
す。しかも、難民として生活している人が全
世界で８２４０万人、そのうち、子どもの人数
が半数だということが、驚きました。

はじめに



高知新聞山田販売所広報

　学校周辺に住んでいる方々に、自分たちの総
合的な探究の時間に学習している”届けよう服
の力プロジェクト”の事を知ってもらいたいと考
えました。

　困っている難民の子ども達に服を届けるた
め、着ない服や捨てる服を集めることに協力し
てもらおうと思い、高知新聞山田販売広報の方
にお願いをしました。

　広報のおかげで記事を読んだたくさんの町内
の方々が、子ども服やベビー服を市役所や、学
校まで持ってきてくれました。



話し合い→ポスター作り

　子ども服の集め方についての授

業で話し合いをして、ポスターを作

成しました。皆で意見を出し合って

パソコンで作りました。

　事前に「ブルーバード」の授業で

習ったプレゼンテーションのやり方

を守りながら作成していきました。

　



話し合い→ポスター作り

　１つ目は伝え方「一言で言う、理由を３つ、見せ

方、図や写真を使う、文字は少なく、文章は短く」

　２つ目は大事なこと「不要な言葉を削る、途中

経過は不要、単語の意味を突き詰める、大きな

声で話す、早口の人は間をとる」

　３つ目は伝わる話し方をする「話し方、普段通

りに話す、原稿は、自分が普段話す言葉で書く」

ということです。



箱作り 　子ども服を集める箱をみんなでつくりま

した。全部で10箱作りました。

　友達と協力して頑張りました。紙をきれ

いに貼るのが大変でした。短い言葉で伝

えたい言葉をまとめることが難しかったで

す。



回収BOX設置

　子ども服の回収ボックスを保
育園や小学校や高校に設置し
て、服の回収にご協力いただ
きました。
　
　回収ボックスを置くことができ
て、服を沢山の人に持ってきて
もらえて良かったです。
　沢山の人に服を持ってきてい
ただいて、３７７３枚もの服が集
まりました。本当にありがとうご
ざいました！！



服の回収・整理①

  服の回収・整理では、
仕分けをしたり服をき
れいにたたんだりして
ダンボールの箱に入れ
たりしました。すごい量
があってびっくりしまし
た。



服の回収・整理② 　服の回収をして、ドク

ロや銃や迷彩柄や血液

などの服はのけてくださ

いとお願いしてました。

なぜなら、戦争や内戦

で家や家族がなくなった

悲しい出来事があった

からです。

　整理は１６０センチま

での、夏服、冬服、キッ

ズ、ベビーまでの服をみ

んなで仕分けしました。



お礼状づくり

気をつけたところ

間違えないように、ボールペンで気をつけて書きました。

大変だけど、思いをこめて書きました。



集まった服の数

ベビー キッズ　半袖 キッズ　長袖

計

１６９６枚 １０２４枚 １０５３枚 ３７７３枚



ご協力ありがとうございました！

心を込めて、子ども服を送ります。
お体に気をつけて、みんなが笑顔ですごせますように・・・。


